
図l 大洋製鋼株式会社船橋工場納め大形"HC-MルL”
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産業用機器

及び生産設
圧 垂直 機

圧縮機･冷凍機･送風機

ポンプ･変速機

省力･エ作機暑旨

建設機器

f)†三ツ‡代機器は時代の要論,麻布の安甥を踏まえ,満腔の†.吉和i件,件能l｢り

卜をイヰに似いやすさ,付こ`､1:の布端さだけでなく,省エネルギーー告力化をイ∴

条として開発され,その収‾汚に妃るべき成果を挙げた｡

J十三延機関係では,瑞二鋼Jt妊に才iける板の､ドたん性を飛粕川りに政一拝Lた新

鋭の -iHC-MILL''が大きな成果を挙げ,省エネルギー伯=二おいてもその

城力を_､ンニ証したrJ本子=空は,二のほか高根厚精度制御技術など牡界放鳥レ

ベルの技術が,凶内外に更に人きな足跡を残すことになろう⊂つ

1(休機関係では,尿素合成用J主∃淋機のイi享敵性の向卜,メインテナンス フ

リーの要請にこたえ,高圧遠心圧縮機を開発し1,500t/d尿素で㌻成川1号機

を一之i_Lした｡

また汎川機分野では,メインテナンス フリー化,紙騒‾斤化を図/ンたバッ

ケー1ジ形黎望品のシリーズが完成した｡

冷i束磯部P【1では,ターボ形放びガスだき冷i止水ユニット共にL叫期的な省

エネルギー,高能･7平タイプの新シリ【ズがうこ成L,省エネルギー時代の什

仝rlてJニーズにこたえている｡

ポンプ設備は生活に直結し,各分野で新技術,新1モ痢カミて采用された｡特

に洪水対策用排水ポンプは人形化し,rl往3,000mmを超えるポンプ教子iが

完成した｡コンクリ【ト ケーシングの採川による土木と一一イイことなったポン

プの.設計i汁画,人形化に伴うイ.__捕互性の山上が求められている〔〕研′究何では,

高墟回転体の安完三件の研ノ先,一上主軸系振動の解析,軸推力の了畔析などイ‾.捕り隼

1/-J_Lが進められ,多くの成米を得た()1､‾水道用ポンプも‾卜水道の‾汗ノ女に伴

い新しいシリー-ズ化が進められた｡他方,ポンプ機場とLてい上も騒汗化,

省エネルギ【化の要請が強く,機械･電乞毛品･土木を含めた総合計画の境

適化が求められる()

て変速機は､州(減)速機と丁充体継手とを 一体とした校合変速機がますます
採用される傾向にある｡またイ氏髄芹化の要求もノ限強い｡

省力,工作機耳戒分野においては,多椛化する†む用者のニーズに応ずるた

めの姓本要素の研究が進み製品化された｡i容接線ならい制御‾方∫〔日動アー

ク溶接機は多方面の溶接作業に,超精密iF面研削盤は硬質脆性材料を含む

各種材料の鏡‾軸加工に,人形並みの高惟能を持つ小形オフセット輪転機は

カタログなどの小口ソトの各櫨高弟改印刷に広く普及されよう｡

建設機械はますます油圧技術が｢占】上し,更に大形,小形の開発が行なわ

れ,匡I内外にわたり多‾方面の作業にその特徴を発揮した｡大形ショベルは

ノロ処理や鉱石採二嘱などに用途を広げ,水道工事,電設工事用小形ショベ

ルも開発された｡150tクレーンは安全惟,機動性に優れ,大形建設工事に

威力を発揮しよう｡
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圧延機

高性能形1犬制御圧延機
"HC-MILL”

臼_!ヒニHigh Crown ControIMill(以

下,HC-MILLと略す)は,帯鋼圧延

分野で従来特に一木博鮭であった′許鋼の耳1モ

たん度(形二伏)に対する制御能力を場長曜

的に向__Lし,また圧延作業性の大幅改

善を図ることを目的とした日立製作所

独臼の新形圧延機で,その構造はロ

ール軸方向に移動可能な中日りロⅥルを

持つ6段圧延機である｡本ミルの有効

性と実用性については上既に匡1内だけで

なく広く海外からも高い評佃iを′受けて

いる｡

昭和51年春,アルミニウム用HC-MILL

の稼動に引き続き同年夏には人洋尊堂鋼

株式会社舟行橋1二場で,HC-MILLを用

いた泣こ幅普通鋼用の最新鋭可逆式圧延

設イ肩が稼動に入った｡その主仕様は次

のとおl)である｡

(1)圧延機:440/510/1,345mm¢×

1,420mmL,

可逆士じ HC-MILL

(2)J壬下装置:日立式高性能油圧圧下

装置"HYROP-F''

(3)圧延速度:最高1,200m/min(可逆

式としては世界最高速度)

(4)圧延材:普通鋼 最大幅1,320mm

本設備は稼動後直ちに一最高速度圧延

を実現する順調な立上りを示し,2箇

月後には3シフトのフル操業に入って

いる｡

本HC-MILLについても予想どおり
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ロール偏心補正制御装置

図2 板厚制御システム
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直動形

高応答の庄下糸とロール偏心補正制御システムの基本的構成

の特性が既に確認されているが,その

+三要点は次のとおりである｡

(1)どんな圧延条件でも常に所定の帯

鋼形斗人に保ち得る｡

(2)薄物,厚物にかかわらず強圧下が

可能である｡

(3)コイル エッジにクラックが生じ

ない｡

(4)ワーク ロールはすべてストレート

ロ【ルだけでよい｡

などである｡

これらの稼動実績と投資効率の著し

い向上の立証により,HC-MILLの海

外輸出も既に決定Lており,今後更

に広い分野べの進出が其耶寺されている

(図1)｡

高根厚精度制御圧延機

応答性の良い油圧庄下装置の開発に

伴い,圧延製品の板厚制御技術は急速

な発展をとげてきた｡一方,圧延速度

も高速化が進められ,板厚変動に大き

な影響を及ぼす要因である人側板J事変

動及び圧延機のロール偏心による板丁字

変動周期が速くなり,従来以上の高んむ

答性の油圧圧下装置と,ロール偏心補

正を持つ自動板厚制御装置の開発が望

まれてきた｡

日立製作所では,従来(周波数応答

10Hz前後)の約3倍で,世界で最高レ

ベルの油圧庄下装置"HYROP-F''を

開発し,これをBISRA･AGC(ロール

ギャ､ソプを圧延力に無関係に-一一定に保

つ特長の自動根J亨制御)に組み合わせ

て,人側根J亨変動の除去効果を向上さ

す-一方,圧延荷重変動信号及びロール

回転信号から統計的信号処理による相

関方式を用し､て,周期性のあるロール偏

心量を実時間で検出し,BISRA･AGC

回路に補正信号を与えるロ【ル偏心補

正制御システムを開発した(図2)｡

HYROP-Fとロール偏心補正制御シ

ステムの特色は次のとおりである｡

(1)HYROP-F

ロール ギャップを油圧シリ ンダ内に

内蔵のディジタル測定器でサーボ バル

ブにフィードバックする方式であるが,

サーボ バルブには直動形のフォース

モータ駆動方式を使用し,次の特色を

持っている｡

(a)応答性は30Hzで従来方式の約3倍

(b)ごみに強く,メインテナンス件に

優れているので,作動油の管理は通

常の油圧作動油と同程度でよく,油

圧回路が簡単にできる｡

(2)ロール偏心補正制御システム

(a)装置が簡単で信頼性が高い｡

(b)精度が高い(ロール偏心の影響を

-を～一吉に軽さ成できる)｡

(C)上1√ロール径の若干の差に某づく

偏心のビート状の波形変化に対して

も,十分に追尾し対処できる｡

(d)計算時間が速いので,従来の10Hz

以_上のロール偏心周波数に対処でき,

特にHYROP-Fとの組合せにより,

高調波成分を含むひずみ波二伏ロール

偏心も制御可能である｡

日本三鋼管株式会社京テ兵製鉄所納めユニバーサル

分塊圧延言支備

高能率,最新鋭の分塊圧延設備

今臥 ユニバーサル分塊圧延設備と

して日本鋼管株式会社京浜製鉄所に水

平ロール寸法1,300mmゥら×2,800mmL,

率直ロ【ル1,000mm¢×2,700mmL,及

び川崎製鉄株式会社千て菓製鉄所に水平

ロール1,320mm¢×2,700mmL,一申直ロ

ール1,050皿m¢×2,400mmLの2プラン

トを納入した｡分塊ミルが連続鋳造設

備に比べ,より広範囲な製品生産に適

す点と生産性に優れていることに着目

され,採用されたものである(図3)｡

分塊ミル選択理由となった性能を,

なおいっそう発揮させるうえで特に車

直ロールのロール組替及びカートリッ

ジ シヤーによる刃物組香などの省力化

に加えて,過去19プラントの大形分塊

ミル納入で得た経験を生かし保守作業

の軽i成を区lった設備である｡更に新し

い考えを採F)入れたテーブル,フィー

ド ローラ,マニプレータなどの構成機

器による生産性の向上及び防塵,漏抽

防止など環境対策面の配慮に加え,次

工梓湧無間圧延設備(帯鋼,ビレ､ソトな

ど)と直結され省エネルギー面での今

後の発展が期待される高能率最新鋭の

設備である｡

AVAFインノヾ一夕による電動機

の可変速度制御

圧延設備のローラ テーブル駆動用

として,インバータと誘導電動機を組

63
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図4 高圧段用小径小幅放電加工羽根車の最終仕上

み合わせた交‡充駆動方式は,従来のL白二

流駆動方式に比べ経†斉的に有利であり,

保守の簡素化のノ1ミくでも効果が大きい｡)

また,ポンプ,フアン,遠心分離機な

どの駆動用としてかご形誘導電動機と

組み合わせれば広範な‾口†変速J空制御

(回転数利子卸)を容易に行なうことがで

きる｡このたび,シリーズ化を完成し

たAVAFインバータ(Adjustable Volt-

age Adjustable Frequencyイ ンバー

タ)は,本質的に電動機による慣性休

の急加i成速に適したう電流形インバータ

であるため,ひん紫に加減速を繰りj蝮

すような用途に好適である｡AVA F

インバータの標準仕様を表1に示す｡

表I AVAFイン/ヾ一夕標準仕様

項 目 仕 様

入 力
電 圧 460V.三相

周三度数 50/60Hz

出 力

出 力
50～l′000kVA

200%,10s

電 圧 400V,三相

周波数 5-50Hz/6～60Hz

力 率 85%

その他

制 御

回生制動.直涜+制動可能

正,逆転運転可能

速度制御(開ループ制御)

保 護
負荷短絡,直)売短絡,

整〉充器側アーム短絡

ノ令 却 強制風ノ令

盤構造 自立鋼板閉鎖形
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図5 パッケージ形スクリュー圧縮機(OS-4P形)

圧縮機･冷凍機･送

風ヰ幾
尿素合成用高圧遠心圧縮機

肥料プラントに叩いられる尿素イナ成

用柱縮機は,従来,遠心1七縮機と往復

動圧縮機の組子トせにより,大気圧から

150ないし260気ttまで昇J上していたが,

イ三相件の向上,メインテナンス フリー

の追求のため,遠心圧縮機だけで昇任

する気運が高まってきた｡

j衣素†ナ成用圧縮機は,分十量が大き

く圧縮件の高い二酸化炭素を取I)扱う

ため,全段遠心圧縮機とした場合,特

に各f貨の性能の正確な把手擢と,高1土段

の小手至,小幅羽根車の製作技術の確立

が不可欠であるが､日立製作所ではこ

れらについての要素試作を行ない,実

機に適用できる確信を得,‾更に,1,500

t/dの尿素合成用2601も庄遠心圧縮機を

′受注し,硯木三鋭慮製作中である(図4)〔J

日立′ヾッケージ形スクリュー圧

縮1幾

日立パッケージ形スクリュー圧縮機

OS-Pシリーズは22～90kWの中形の

スクリュー圧縮機を防音カバーで覆い,

パッケージ構造として騒一汗のイ氏‾卜を図

ったもので,その儀吉値は22/27kW,

37/45kW級で68dIi仏),55/65kWで72

dB仏),75/90kW級で74dB(A)で同クラ

スのレシプロ圧縮機に比較して8～20

dB(心低い｡また,(1)回転形のため振

動がない｡(2)_‾立て形圧縮機,立て形

セパレ【タグ)採用によ りコンパクトに

なり,据付面積が少ない｡(3)オイル

セパレータ内面のさび止め,オイルク

ーラ冷却管の不i舌性化処理により,油

の寿命が永く,メインテナンス サイク

ルが長いなど数多くの特長を持ってい

る(図5)｡

新形ターボ冷凍機

空調機器の急速な普及に伴い,冷i束

機の省エネルギー,省資源が,社会的

に強く要求されてきている｡

日カニ製作所は,この要求に応ずるた

め,従来モデルを大幅に改善した新形

ターボ冷i東機HC【Bシリーズ及びHS-

Cシリーズの発売を開始した｡新シリ

【ズは,従来モデルHCシリーズ及び

HS-Bシリーズに代わる標準ターボ冷

?束機であり,空調用のほかに各種プラ

ント月]冷水源としても使用できる信束頁

性の高い冷i束機である｡主な特長を次

に述べる｡

HC-Bシリーズ(冷i束容量:100～230

RT)(図6)

(1)高性能伝熱管サーモエクセルの採

用などにより,従来機に比べ据付面積

を約30%締レト,運転重量を約25%軽i成

した｡

(2)構成部品点数の大幅減少,内部点

検が容易に行なえる合理的な構造の採用

により保守の簡素化,省力化を図った｡

H S-Cシリーズ(冷i東容量:700～

1,200RT)(図7)

(1)従来モデルは2子‡の圧縮機を使用
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区16 HC-B形新形ターボ冷凍イ幾

していたが,インベラの飛躍的な高Ns

化などの技術により2段圧縮機1台で

まとめた｡

(2)圧縮機の効率向上,エコノ■マイザ

サイクルの採用により,従来機に対L

て約15%の省エネルギⅦを図った｡

(3)サーモエクセル チューブの採用,

上土紡機の1f了化などにより,据付面積を

約25%縮′+､,運転重呈を約10%軽減した｡

(4)圧縮機,電動機及び起動器の半減

に伴う,消耗部品,調整箇所の減少に

より,保守の合理化,簡素化を図った｡

(5)従来モデルに対し約5ホンの髄青

低i成を区lった｡

省エネノレギーと′ト形イヒを匡1った

新形じカ､だき冷温水ユニット

ガスだき冷?温水ユニットは,1台で

冷暖虜ができるため,近年ビル空調用

に泣こく利用されてし､るが,都市ガス,

天然ガス,燈油など,比較的高価な燃

料を仕っているため,省エネルギmに

対する要望が強い｡

一
一方,これらの空調用熟手原機器は,

一一般産業用機械に比較して運転時間が

短いため,設備費の占める割合が人き

く,また機械宅スペースから小形化が

強く要求されているので,機器の大形

化,高価格化を招くような省エネルギ

ー化は意味がない｡

今回完成した新形冷i温水ユニットは,

各機器の高効率化,高効率サイクルの

採用,機器配置の最適化などにより,

毒

転義､蛮返､ヲ義

廼 ′

図7 HS-C形新形ターボ冷凍機

従来形比15ヲ右省エネルギ【,40%小形

化を達成したものであり既に各地で好

評を得て稼動中である(図8)｡〕

空冷ヒートポンプ式ノヾッケージ

形エアーコンテ㌻ィショナー(セ

パレート形)

空冷ヒートポンプ式エアーコンディ

ショナーーは,省エネルギーと排ガスを出

さないことを特長とする冷暖由機とし

て,従来の水冷式に代わって,j生年著

しい伸びを示している｡一方,空調機

は設置場所や目的にJ芯じたデザインや

形二状が要求される場介が多く,多様化

転晦

●､モ当

…言､漕

の方向にある｡日立二製作所は,二のよ

うな背景のもとに新製品とLて山プJl.5

～3.75kWの空冷ヒ】トポンプ式パッケ

ージ形エアMコンテイショナ【(セバレ

ー｢ト形)を開発し,販売を開始した(図9)〔,

主な特士壬は次のとおりである(比較は

当礼比)(｡

(1)高性能スリット フィン熱交換器の

採用によって,従来の空冷ヒートポン

プ式(りモ【ト コンデンサ形)に対し

て,冷暖子方能力で8～12%,人力当た

りの冷暖百三能プJで7～24%向上した

〔2.2kWの場合,冷房能力7,200/7,800

kcal/h(50/60Hz),暖房能力7,400/

8,200kcal/h(50/60Hz)〕｡

(2)案外熱交換器の改良によって,着

晩～準星永七三8

図8 新形ク令温

水ユニット
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図10 日立新形下水用ポンプ

図9 空冷ヒートポンプ式パッケージ形エアー

コンディショナー(セパレート形)

′≡三套′と∧て無言童子≡繋ぎ‡乙∨∨′毒_､
叩､:′ごハ′ミ′

≡這三′′‡′;-:宴′ぎご敷
号∧

苧謬
鍔

鍔∧′棚
諾壷鸞

～茫ご芯′㌫:

;ご主謀Vl婆

㌘彗:三;J,

腎
3≡

m【仙+

室内ユニット 室外ユニット

(RP-312UAH) (RAS-312CH)

プl二i限界i㍊_煙が従水形よリ 30c什い√し除

筋道転中の冷風吹.Ltうし時間が-をに匁招｢i

された｡

(3) キャピラリー1チューブの採用とア

キュムレータの改良により,冷i東サイ

クルの構成を簡素化し,イi捕什仁を｢r】]_卜

させた(つ

(4)1i内ユニット,1i外ユニットとも

に抑汁J▲両手引ま従来リモMト コンデン

サ形の約70%に′ト形化した(2.2kWの

場†ナ,1ミ内ユニットで0.36m2,宇外ユ

ニットで0.674m2)+

(5)1ミ内放び1ミ外側の風呂2Jて貨切枝え

を採f目し,分与風連転では従求形より騒

-.ヤが3～4ホン低‾卜した(2.2kWの場

fナ,1ミ内44ホン,1ミ外48ホン).′.

(6)冷媒対人用チェック シ､ヨイント,

試運一転川スイッチの才采川など,硯地で

の桝什工事,サービスを不払にした｡

ポンプ･変速機

新形下水用ポンプの開発

1;円和51年度を初年J空とする第4次下

水道整備5筒年計画では,下水道の普

及率を,現在の22.8%から40%まで引

き_Lげることになって才うり,El本‾卜水道

一上井某[司では,計匝j,設計及び発注業務の
合理化を目的として,口径200mm≠から

1,000mm≠までの標準化を進めている｡

日立製作所では,これらの需要,要求

にこたえるため,現在までの実績,経

験に新しい技術を加味し,上記範囲を

含む口径1,650mm≠までの標準化を進め
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_

ている(図10)｡標畔化のベースとなる

代表｢】てJなポンプの,二i三な什様を次に述

ノヾる｡

品封:スパイラル糾流ポンプ,形式:

SPS-CV,l一律:1,600mm≠,i充_壬-■t:360

m3/min,仝描杜:16m,原動機H力:

1,360kW

複合変速機｢日立ギヤードターボ+

各椎プラントの吊力､省エネルギー

化の一 一環とLて,ホ■ンプ,フアン,ブ

ロワ,クラッシャ,ミル,叩け1機など

の匝1転機寸戒を丁允休変速機を†小¶し,速

性コントロールする雛動方式が叶川_Jし

こ
㌧
ダ
F

t
芯嶺＼み
-

頚

r′′竹災?

)ぎ､耶

ている｡｢臼､工ギヤードターボ+は,従

来,別々に軋帯されていた流.休変速機

と術中変速機とを-･休化し｢司一 一ケース

に収納Lた事態†ナ変速機であI),次の特

上主を持っている｡

(1)ノト形化により,据付面積の削i城,

石堂J室建.没書菅,桝付費などを大幅に低減

することができる｡

(2)部品点数の減少により,保′､1:惟,

仁喜郎(性が向上,かつ仁ミ速効率の｢〔り_卜な

どにより､ランニング コストの車即我が

てこ､きる｡

現在,排水ポンプ,ボイラ給水ポン

プ,舶用推進機関,フアン,ブロワノ女

びクラ､ソシャの駆動装置として｢日立

ギヤMドターボ+が寸采用されており,

山い轡㌧
戚r㌧

㌢い那悶

図I一 入力増速

形日立ギヤード

ターボ



図12 輸出向け大形かんがいポンプ

ガ諷

(a)高揚程ボール組立図

㈱

静止部 回転部

療

巌

史に,拇枠機,ミル,抑エーI_l機などの駅

垂わ装i苛にその用途拡大を図っている｡

図Tlはボイラ給水ポンプにイ≡セ用され

るギヤードタ"ボで,r充体変速機の人

力側に歯卓柵速機を内蔵し,流体変速

機を高速駆動することにより,全体の

′卜形化を図っている｡

輸出向け大形かんカヾいポンプ

最近のかんがい及び排水規模の大形

化に備え,日.､土製作所では大容量,高

惟能ポンプの開発を進めている｡この

たび,その一つであるアメリカ開拓局

(U.S.B.R.)スネーククリーク ポンプ場

向け3,350mm立て軸斜流ポンプの据付,

試運転を完了した｡本ポンプは,季節

による水位変動に対し高い運転効率を

維持するために,高揚程及び低揚程2

誉鱗遠嘗

さtl＼ぐ=ドIi附

(ご′J`汀り,r～け舶?･

OIM】0

(b)低揚程ポール組立図

図川 新形｢日立ミニ ウオータエース+交互及

び並列運転機種

複､山

匡I13 開発したカートリ

ッジ式メカニカル シール

仲粕のポンプ ボ【ルを交模して†む川す

る｡また,ポンプ ポ【ルの‾交枚は,ポ

ンプを仝分f畔することなく行なうこと

ができる特徴をもっている(図12)‥

主な什様は次のとおりである｡

(1)[+祥,形式:11ft(3,350mm)_､ンニて軸

糾流ポンプ 3千丁

(2)高描杵ポ【ル:724cfsX79.65ftX

200rpmX8,000HP

(3)低揚程ポール:705cfsx16.39ftX

200rpmX8,000HP

(4)駆動電動機:8,000HP,36-Pole

シンクロナス モータ

原子炉冷却材浄イヒ系循環ポンプ

用メカニカノレ シーノレの開発

二枚近の大谷岩沸騰水町り京‾r炉用冷却

材浄化系循環ポンプ(CUWP)は,原

十炉のぎ且性(放鳥約2850c),斥力(克之-し-～i

約72kg/cm2g)が直接かかるため,帥封

部は厳しい条件にさらされる(〕煉イーナノ

用ポンプの軸封装置には,漏れの少な

いメカニカル シールが広く川いられて

いるが,今回のCUWPのように高密封

Jtで,かつ大きく圧力変動する場合には

特に密封性能の向上が強く要求されて

いた｡ノ今凶,製■品化に成功した新形メ

カニカル シール(図13)は次に記す憧れ

た特技がある-)(1)高音止,高圧にl耐え,

しかも漏れが極めて少ない｡(2)想三三

されるあらゆる運転条作(圧力変動,ブ止

度変化,起動停止,緊急起垂わ,緊急停

止など)でも祇封件能が,一女左して高い

†三松件を持ち,漏れも検めて少ない｡)

(3)カートリッジ式なので茄脱が簡単

に知▲時間で行なえる｡

新形｢日立ミニ ウォータエース+

日_1工‾製作所は,高置タンクを必要と

しない圧力式自動給水装置として｢日

立ウォータエース+を昭和45年以米各

方面に納入し,更に昭和50年には,′ト

規模マンション,アパート｢こ小ナとして

独白の｢デイ レータイマー方式+の採

用により,従来製品を更に小形化した

｢日立ミニ ウォータエ廿ス+を開発し,

各方向から好評を得てきた｡このたび,

今後の需要動向に応ずるべく地上置′受

水槽にも谷易に使用できる構造にする

とともに,新たに交互運転機稗と並列

運転機種を追加し,適用を拡大(使用
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継手形状

重ねすみ肉 すみ肉

舐

ー､′3妄感窺こ概二

～慾ぐ

感熱
仙′ぷ鞘､

"､氾､､
"

湖､郡-～

図15 大口径横形ブレードレス ポンプ

｢t力～2.1kg/cm2以‾卜,イむ用jl主人水量～

0.35m3/min以下)した新形｢口立ミニ

ウォ【タエース+を製.与ム化した(図川)｡

汚水汚物ポンプの新シリーズ

汚水,汚王物用ポンプは､‾F水道の普

J女役び環】菟幣備の促進に伴う終椎処理.

設備の拡プ亡などで､/卜緒もi需要叶川｢lを

見込めるボン7L‾て､ある｡､ 一J∴ このポ

ンプの市場勅巾Jは､f‾lj遥+ニポンプの仁

柏什はもとより,機能:性の向上が要求

されるとともに人器量化,人形化の傾

1/Tjにある｡大形化に対して上__】径200mm,

300mmの人口径の汚物用水lいプレMドレ

ス ポンプ,横形ブレードレス ポンプ

を追加した｡また機能件のrrり卜を図る

ために,異物過過竹三をよ く した特殊な

オープン形羽根車を採用し､更に巽斗勿

が通過しやすいようにカッタ機構を持

/ノた汚牛勿用水中ブレードレス
ポンプを

開発し,/卜後の‾I†i場ニーズの劫｢んJに対

ん♭させるようシリーズの充実を匝ト〕た

(図15)｡

省力･工作機械

溶接綾ならい制御付自動アーク

落手套機

新しく開発したi容‥接線ならい装置は,

被i容枝村を直接ならうため,熱ひずみ

などによるならい誤差を【吸収すること
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トーチ

±30度

■

レーノレ

(号1妄E:尤)
トーチ角度駆動

図16 溶接線ならい装i書の一例

ができる(図16)u 終柾のi存接白亜山化に

過んむさせるため,装置の構成には多様

件を持たせており,既にその-一一郎の組

子ナせは様三的中である仁一J装置を偶成する

要素は二大のとおりであるしつ

〔1)センサ ヘッド:非接触式ノ女び接

触式

(2)なJ〕い制御ノJJ(:標畔形ⅩY方式,

偶易形ⅩY方式ノ女び非才妾触揺動ならい

方式

(3)終椎;別御方Jじ:比延制御,

角性制御,台中速性制御など‥

二れJっの組ナナせにより,すみ内,ギ

ャップ0を含む突ナナせ,萌ねすみ肉な

どの各相継手で【白二線だけでな〈側線を

もならう ことができる｡

超精密平面石升肖u盤

口立製作所は,東和あらさが0.02JJm

月mα∬という子骨ノJかな鋭‾､ド【山加工のでき

る超精密な乍而研削盤を完三J戊した(図17)｡

本機ではと才了軸とともに作業テMブ

ルも静仕りと～t軸′壬で浮上保持されてお

り,屈伸自7巨な/ヾルトなどを用いて梅

軒)て低い地主動のもとに駆動されている｡

本機の加工能力は600mmX300mmであ

り,熱変形を起こさないため,起動か

仁〕一上主時間の安定Lた精密加工が維持さ

れ,0.2JJm/200mmの高い平面度が得ら

れる｡本機の加+二できる表面あらさと

うーf三血便は従来機のものに比べ,約一け

たIrり上しており,ホトリ ピータなどの

超精密機器の高精度部品の加二tに適し

溶接方向

センサヘッド ワーク

センサ上下駆動

トーチ上下駆動 走行台車

トーチ左右駆動

ている｡また,シリ コン,ガーネット

のウェハやフェライトなどのイ硬質脆性

材料の鏡面加工も可能である｡

B列匹l裁オフセット輪転機

"oRP-440”の完成

オフセット輪転機は,従来5‾ガ郎以

_上の大部数El掘り用といわれていたが,
/｢担ほ立精二仁保式会社は5､000眺程度の

印刷量でも寸■采算のとれる小形輪転機を

f詞発し完成した(図柑)｡本機はB3判

のサイズで,1時間当たり24,000部の

印刷が行なえ,B4×4ペ【ジ,B4,

B3シート=しなど多様性を発‡宰でき

る｡印刷什_卜り占占質については,従来

の杖三菓オフセットにPち赦するため,大

形輪転機並みの高精度を維持し,見当

調整などの自動化を[葵】り,/ト人数によ

る操作性グ)【rり+二を行なった｡価格も枝

葉機並みに抑えたため,今後ダイ レク

ト メール,カタログ,ポスターー,カレン

ダーなど/トロ､ソト高言扱印刷川の輪転機

として,中堅印刷会社を中心に泣こく普

及するものと期待されている｡

建設ヰ幾械･その他

さらに用途を拡げる油圧

ショベノレ シリーズ

日立建機株式会社は,従来6t扱か

ら70t級まで10機種の油圧ショベル シ

りMズを開発してきたが,/ト回,更に



図19 淫)業船に装着されたUH20

′ チ
_書■事､i.､‾ン･

常

匡】17 超精密平面研削盤

h熱プて
r一㌦叩

図18 B列四裁オフセット輪転楼``oRP-440''

′J､形彷ノJ化Lた3t亮汲のUH-MlOを水

道‾｢-_■ii,電設工車川とLて発うlょした｡

UH20,UH30グ)人形油拝ショ/ヾル

は,従火の川途にノ州えて,ローーダ フロ

ント付として製鉄所のノロ処即作業で

lて■占我【if別力,砧能率のi評価を′受け,この
ノブtfti♂)1ブ.子安が榔す状才比である｡

また従水,人形機械1℃ショ〈こルホイーー

ル ローーダのうナ町であった鉱イJ才采抽与ノ･女び

骨材才采填でローーダ フロント付州Jl三ショ

ベルのi亡j榔f判ノノ,維持コストのノ左さノ女

びイージー オペレートがi乙ど.織され,オ

ーストラリア,j有アフリカ,イギリ
ス

などi海外Irりけ納入が叶川Ilしている._,‾如

に人形系は州FljlJi米さか人きく とれるた

めに複i紫船に装備され,油上了三ブJによっ

て生ずる人きな批判力は他の機帥に兄

JJれない三拝士壬とな一ノている(図柑)‥

小･小形系油b三ショ′ヾルは,特殊川

遥に対する適用が叶川1している〕山■い

グ)迷う=E線鉄上汁__1二一jりHに1t分解搬人=J一

能なUHO2,ノロ処夕旦用に超ワイド ゲ

ージのUHO4などを開発した｡

海外rrりけにはニューージーランドの休

図20 油圧ショベルUHO7

以‾卜の什tj騒汁彬もこ立望作できる.=.川内迫

主格･糾､】一H二村Lて,トトの分晰で桁j_拉で

きる虻人?i一三t-i二機であり,【′りJ分附装;i-【】二

で触帖l言ち】に人分f畔できるので機軸什も

山く､終ノJ‾伽で〝)人彬｢■jtにil一丁糀が判

子.1三される｡
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業川と LてUHO7がトリー ハーーベスタ

を装一茄し,木材グ)代｢抹に従･けL能やを

卜げ,マレーーシアでJユ超ロン グ フロン

トにデイ
ツテ クリー｢ニング バケット

を収り付け,水路にJ†た梢するiJ丘十をさ

ノブうりバー メインテナンス竹三業を行な

っている(図20)｢)またソ連♂‾)サハリ
ン

に寒i分地什様(-400(二)で納人Lたt.

大形荷子安に新鋭油圧駆動

クレーン

終柏プラントや恰淡⊥二･ドの人形化,

れ力化に対処してFK600形トラック

ク レーンとK H600形クローーラ ク レーーー

ンを開発した｡クレーン能力はいずれ

も150tつり,ブーム伯太はそれぞれ100

m,94mでt壮界J泣人級の仝油†一仁馬【キ勤ク

レ【ンであるt,仝油圧の｢抹川により拙

作性,い;一任性及び保甘性が人帖にl｢り卜

し,特に過荷茹暗に危険な割きをト'Ⅰ劫

停_11二させるJ左全装置も装着されている‥

また人形機ではあるか70d上i(30m地ノ∴り

村

搬

/い･準㌣

.i一首イ

す
メ
い

∵ご〃

㌣
敏
タ
Y

管

図21 FK600形トラック クレーン




